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検討していきたいと考えます。
■その他の主な質疑、意見
◦カウンセラー相談業務の実績について
◦配偶者暴力相談支援センターの設
置について
◦中国嘉

か て い く

定区との国際交流について

●民生費
問　老人福祉センターの利用状況や
今後の展開について伺います。
答　新型コロナウイルス感染症の５類
移行に伴い、利用者は増加傾向にあり
ます。高齢者の生きがいづくりや健康
づくり、交流の場として広く利用されて
おり、今後はカラオケ大会の開催や、シ
ニアｅスポーツの拠点としての使い方
など、利用者の増加につながるような
施策を展開していきたいと考えます。
問　ヤングケアラーの実態把握と今後
に向けた支援について伺います。
答　本市の公立学校に通う全児童生徒
を対象にアンケート調査を実施し、ヤン
グケアラーと疑われる児童生徒の一覧
を作成しました。まずは学校と協議して、
それぞれの児童生徒について支援内容
を検討し、子供と保護者の同意を得たう
えで、支援を進めていきたいと考えます。
■その他の主な質疑、意見
◦シルバー人材センターの会員募集
について
◦ごみ出し困難高齢者支援事業の利
用状況について
◦保育園等おむつ給付事業の拡充に
ついて

●衛生費
問　救命救急センターの建設について
伺います。
答　太田記念病院において、令和７年
度から３カ年での建設が予定されてい
ます。機能の増強はもとより医師の確保
にもつながることから、市としても建設
に向けて協力していきたいと考えます。
問　脱炭素に向けた取り組みについて
伺います。
答　ペーパーラボ事業を令和7年度か
ら本格導入します。コストはかかります
が、環境教育や意識の向上につながる
ものであり、ゼロカーボンシティの実現
に向けた象徴的な事業として実施して
いきたいと考えます。
■その他の主な質疑、意見
◦がん検診の受診率向上について
◦予防接種費用の助成について
◦妊産婦などへの支援について

●労働費
問　おおたなでしこ未来塾の取り組みと
事業継続への考え方について伺います。
答　女性の起業支援として人気のある
事業であり、国からの補助が終了した
後も市の単独事業として継続するとと
もに、今後は事業のマンネリ化を防ぐ
ために講座内容を見直すなど、工夫し
ていきたいと考えます。

●農林水産業費
問　農業経営の持続に向けた支援の
あり方について伺います。

答　国や県による補助金などのメ
ニューが多く複雑であることから、農業
者への適切な助言や周知に努めていき
たいと考えます。本市独自の事業として
大型農業機械導入への補助金を継続
するとともに、今後も農業者に寄り添っ
た支援を続けていきたいと考えます。
問　上

か み ほ り ぐ ち

堀口排水機場の整備状況につ
いて伺います。
答　施設の老

ろ う き ゅ う か

朽化や地元住民による
要望もあり、市の単独事業として進め
てきましたが、国庫補助事業としての
実施が可能となったことから、令和８年
度中の完成に向けて円滑に工事を
行っていきたいと考えます。
■その他の主な質疑、意見
◦農業分野における労働力、後継者
不足の解消に向けた取り組みにつ
いて
◦ふれあい農園の利用促進について
◦太田駅南口の再整備に伴う有害鳥
獣対策について
●商工費
問　Ｏ

お た こ

ＴＡＣＯの利用促進に向けた取り
組みについて伺います。
答　令和７年度においては、生活応援
キャンペーンなどによるポイントの上乗
せは行わず、各課で発行する行政ポイ
ント分を見込んだ予算を計上していま
す。今後は、利用者へのアンケートや他
市の状況を参考に、プレミアムポイント
付与などの有効性について研究してい
きたいと考えます。
問　尾島ねぷたまつりにおける運行
ルート変更の検証と今後の運営方法
について伺います。
答　来場者の分散化により混雑解消
につながりましたが、合奏の一体化が
図れなかったことや物産市の開催場所
について課題があると認識しています。
より満足度の高いイベントとなるよう、
今回の検証結果に基づき、実行委員会
との協議を重ねていきたいと考えます。
■その他の主な質疑、意見
◦上州太田七福神スタンプラリーの
実施方法について
◦地域住民の意見を踏まえた今後の
イベント運営について
◦物価高

こうとう

騰に伴う事業者支援について

●土木費
問　太田駅南口のまちづくりについて
伺います。
答　大学や商業施設が入る市街地再
開発事業と緑豊かな道路空間の整備
により、若者世代を中心とした新たな
人の流れが期待できます。歩きたくな
るまちづくりを実現し、回遊性と快適性
を向上させ、地区内外の活性化につな
がることを期待しています。
問　太田西部幹線整備事業について
伺います。
答　当該路線は産業機能連携軸を担

に な

う広域的な幹線道路であり、重要路線
と認識しています。北

ほ く し ん

進、南
な ん し ん

進ともに課
題を抱えていますが、東毛地区の交通
の大動脈としての機能が早期に発揮
できるよう、県と協力しながら進めてい

きたいと考えます。
■その他の主な質疑、意見
◦ドッグラン整備について
◦金山整備計画について
◦道路の空洞調査について

●消防費
問　消防団の活性化に向けた取り組
みについて伺います。
答　団員の減少や地域とのつながりの
希
き は く か

薄化など課題はありますが、消防団
員は生

な り わ い

業を持ちながらも地域のために
活動しており、さまざまな役割を担って
います。若い世代へのアピールや報酬
と手当についても引き続き研究しなが
ら、団員の確保や地域に根差した活動
の支援をしていきたいと考えます。
問　救急体制の現状と課題について
伺います。
答　救急隊の出動数、救急搬送困難
事案件数がともに増加し、令和６年に
おいては過去最多を更新しました。今
後も増加することが予想されますが、７
年度より救急安心センター事業、♯

シャープ

７
なないちいちきゅう

１１９が導入される予定であり、不要
不急の救急要請の減少が期待されま
す。引き続き、安全、確実、迅速な救急
業務を目指していきたいと考えます。
■その他の主な質疑、意見
◦女性消防吏

り い ん

員の活躍推進について
◦高機能消防指令センター更新整備
事業について
◦災害弱者への安全確保について

●教育費
問　奨学金制度について伺います。
答　卒業後の返済に苦慮することなく
勉学に勤

い そ

しむことができるよう、これま
での貸

た い よ

与型
が た

ではなく、給付型として新
たに実施します。卒業後に本市に戻っ
て活躍してもらえるよう、積極的に情報
を発信していきたいと考えます。
問　文化財のさらなる利活用を図るに
は、大河ドラマや人気ゲームなどと積極
的なコラボレーションをすることも必要
ではないかと考えますが伺います。
答　現在、千

せ ん ひ め

姫の大河ドラマ化を目指
して誘致活動を行っており、令和7年度
は千姫に関する企画展などを予定して
います。金山城など史跡については、
史跡として保護しながらも整備・活用
していくことも重要であることから、関
係課の求めに応じて協力していきたい
と考えます。
■その他の主な質疑、意見
◦学校施設の長寿命化と学校再編に
関することについて
◦安全安心な学校給食の提供について
◦国民スポーツ大会開催に向けた取
り組みについて

●債務負担行為
■主な質疑
・ 備

び ぜ ん じ ま

前島公園の拡張整備について

●国民健康保険特別会計
問　高額療養費の推移と不正受給な

どに対するチェック体制について伺い
ます。
答　高額療養費は直近３カ年におい
て、年間１７億８,０００万円台で推移し
ています。外国人が国外で受診した医
療費を日本で申請し、国民健康保険
から払い戻しを受けるケースなどもあ
り、加入資格や診察内容の確認を行う
など、厳格な審査を継続していきたい
と考えます。

●八王子山墓園特別会計
■主な質疑
◦拡張工事終了後の墓地販売について
◦除草等施設管理委託について

●介護保険特別会計
問　認知症に対する支援や取り組み
について伺います。
答　認知症サポーター養成講座や認
知症カフェなど、認知症への理解や支
援を広げる取り組みを行っており、令和
6年度はスマホアプリを活用したポイン
ト制度「わくポ」を新たに開始しました。
介護保険事業計画との整合性を図り
ながら、認知症施策推進計画策定に向
けた研究を進めていきたいと考えます。

● 下水道事業等会計
問　埼玉県八

や し お

潮市において発生した
道路陥

か ん ぼ つ

没事故を受けての本市の対応
について伺います。
答　事故後、国から緊急点検の要請
がありましたが、本県においては緊急
点検に該当する管

か ん ろ

路はなく、独自に実
施した自主点検でも異常がないことを
確認しています。
■その他の主な質疑
◦管

か ん き ょ

渠や施設の老
ろ う き ゅ う か

朽化対策について
◦下水道使用料改定について

問　太田市公共施設等総合管理計画
に基づく、将来に向けての公共施設の
適正化について伺います。
答　長寿命化対策により現

げ ん ゆ う

有施設を
維持していくには、今後多額の費用を
要することになり、施設の集約や再配
置、余剰施設の解体など、施設総量の
最適化を図っていく必要があります。公
共施設の適正化を進める際には、市民
への丁寧な説明に努めるとともに、余
剰施設や土地などの売却により経費
を最小限に抑え、将来世代に過度な
負担を残さないよう適正化に努めてい
きたいと考えます。
問　災害時の避難所におけるトイレ環
境の整備について伺います。
答　令和7年度補正予算により主要
施設へのマンホールトイレの設置や各
避難所へのラップ式トイレの配備を進
めていきたいと考えます。
■その他の主な質疑
◦多文化共生社会の実現について
◦南庁舎を核とした重層的支援体制
整備について
◦太田駅南口周辺整備後のにぎわい
づくりについて

特　別　会　計

総　括　質　疑




